
新宿NPO協働推進センター 広報誌

NPO POP NEWS 略して『Npop’n』！

新宿NPO協働推進センターから、社会貢献活動に関連したポップな話題をお伝えします！

NPOが活動を行う時、多種多様な問題が起こります。そんな時に問題解決の一助となってくれる応援
団体が色々な形で存在しています。今号では11月16日に開催された「応援団体とNPOの交流事業」で
登壇いただいた応援団体の実践的なお話をご紹介します。

えぬぽっぷん
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◆応援団体活動紹介2

酒向 萌実（さこう もみ）氏（株式会社CAMPFIRE ソーシャルグッド事業部マネージャー）

酒向氏
（CAMPFIRE）

CAMPFIREは、クラウドファンディングのプラットフォームを運営している会
社です。資金も知名度もない個人や団体などが新しいことを始めるための資金調
達をサポートし、世界中の誰しもが声をあげられる世の中を作ることをミッショ
ンとしています。
クラウドファンディングとは、インターネットを通じて不特定多数の人から資

金調達を行う方法です。その仕組みは、プロジェクトのためのお金を集めたい
「挑戦者」がSNSなどで広報し、応援したい「支援者」が支援金を支払うという
ものです。挑戦者は見返りとして支援者に必ず返礼品（リターン）を送ります。
制作物などの品物に限らず、活動報告やイベント招待なども返礼品となります。
資金を集めるためには、たくさんの人に知ってもらい、共感を呼ぶことが必要

なので、PRを目的としたプロジェクトが適しています。広報を実行するのは挑
戦者自身です。そのためには組織体制が整っていなければならず、SNSの運用や
知り合いなどへ支援のお願いができるスタッフがいるか等の確認も必要です。
CAMPFIREはプロジェクトの企画、ページ作成から、公開や広報、成功後のリ

ターン履行までを専門家の目線でサポートします。支援金はCAMPFIREを通して
支払われ、成功した挑戦者は調達した資金の17％を手数料として支払います。

◆応援団体活動紹介1

土岐 三輪（とき みわ）氏（NPO法人ソーシャルベンチャー・パートナーズ東京 事業統括）

土岐氏
（ソーシャルベンチャー
・パートナーズ東京）

「ソーシャルベンチャー」とは社会貢献や社会的問題の解決を主な目的とし、
事業・ビジネスを通じて解決を図るための組織であり、法人格は問いません。
「ソーシャルベンチャー・パートナーズ東京」(SVP東京）はソーシャルベン

チャーの発展をミッションとし、団体への資金提供（最大100万円）と経営支援、
ネットワーク強化を行っています。パートナー（SVP東京の会員）は現在114名
で、そのほとんどはコンサルタントや金融などの本業を持ったプロボノです。
パートナーは、約10万円の年会費を支払い、5～10名のプロボノチームを作り、
年間50～100時間、最大2年間にわたり、団体と協働していきます。その間に
パートナー自身も本業を離れ、自立した個人として自己変革をしていきます。
経営支援は、団体の「ミッション」「ビジョン」「バリュー」の確認から始ま

ります。その後、「経営戦略・事業開発」「組織設計」「資金調達」「マーケ
ティング」等の組織基盤の強化支援を行います。団体との話し合いの中で課題や
支援の方向性を見つけるまでに半年かかることもあります。活動の軸を膨らませ
たり、支援内容等を変更したり、団体のフェーズに応じて協働していきます。
クリスマスイブに子ども達に贈り物を届ける活動を行っている「NPO法人チャ

リティーサンタ」等、2005年から2018年までに49団体と協働を行ってきました。



小淵氏
（西武信用金庫）

◆応援団体活動紹介3

小淵 康博（こぶち やすひろ）氏（西武信用金庫 法人推進部）

◆交流会

◆パネルディスカッション
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新宿NPO協働推進センターをご利用ください。

「利用料金が安くて使いやすい！」

401会議室Ａ

当センターにはいろいろな会議室があります。例えば「401会議室
Ａ」「401会議室Ｂ」（定員：各16名）は少人数の利用に適しており、
利用料金は午前・午後であれば、それぞれ500円です。また間仕切りを
取り外すことにより、会議室Aと会議室Bを一体で使用することも可能
です。（※ 11月より机の配置を右写真のように変更しました）
※当センターの登録団体は半額の料金で利用する事ができます。
※利用方法など詳細に関しては、当センター（03-5386-1315）まで
お問い合わせ下さい。

※施設の利用には①社会貢献性 ②非営利性が求められます。
401会議室Ｂ

“信用金庫”は一般の銀行と違い、①地域の繁栄を目的とした協働組織であるこ
と ②営業エリアが一定の地域に限定されていること ③融資先が地域の中小企業
や個人であること、の3点の事業運営に関する条件があります。
地域の事業者や個人の方に融資することで、事業が発展し、個人の生活が豊か

になり、地域が育っていきます。そして、住みやすい・環境にやさしい・子育て
しやすいなどの地域力がアップし、新たな住民も増えていく、このような循環を
目指して融資を行っています。この一環としてNPOへの融資も行っています。
また、西武信用金庫は預金や融資だけでなく、事業者への支援も行っています。

事業者の相談に対して、解決できる人、相談に乗れる人の紹介や費用の一部負担
なども行っています。
その他にも、現在、ソーシャルビジネスの支援として以下の3点に取り組んで

います。
①西武コミュニティローン：NPO活動や、コミュニティビジネス向けへの融資
②西武コミュニティオフィス：オフィス事務所の貸出
③わがまち基金プロジェクト：ソーシャルビジネス向け融資や経営支援活動

交流会では参加者全員に簡単な自己紹介をしていただき、その後、登壇者との
意見交換を行ったり、参加者同士による名刺交換を行い、お互いの団体の情報を
共有するなど、交流を深めていただきました。

パネルディスカッションでは、会場からの質問への回答や各団体がどのような
支援を行えるのかなどの意見交換が行われました。
土岐氏「協働先に関しては、2月から募集を行い、選考を経て8月に決定し、10月
から最大2年間支援を行います。支援終了時には、報告会を実施し、ノウハウを
次に伝えていきます。また、支援が終了してからも、半数近くは、四半期に1回、
打ち合わせやミーティングを行うなど緩やかな交流が続きます。」
酒向氏「クラウドファンディングは人件費や日常の事業運営のための利用ではな
く、期間、金額を限定したプロジェクト型の利用が適しています。例えば、新規
事業を立ち上げる時や、夏休みのキャンプ代の様に一時的な資金調達をする場合
などがあります。そのほか、活動を振り返る報告書の作成やイベントの開催など
支援者とのコミュニケーションを図る場合にも用いられます。」
小淵氏「融資は返済が求められるため、事業として利益が出ていることが重要で
す。着実に事業運営を行い、ビジネスモデルが確立し、事業として安定性・成長
性を目指す時に、融資が適しています。」

パネルディスカッ
ションの様子

交流会の様子
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【手話体験講座～初めての手話】

～手話の仕組みを学んで体験しよう‼～

【日 時】1月18日（金） 18:45～20:45

【内 容】手話の仕組みを学び、挨拶や簡単な会話を

体験し、聴覚障害者への理解を深めましょう。

・手話の仕組みを学ぶ

・挨拶を覚える

・簡単な手話を体験する など

【講 師】秋山郁子氏（新宿区聴覚障害者協会理事、

新宿区手話講習会講師）

【会 場】当センター 501会議室

【参加費】1,000円

【明日から使える
ファシリテーション実践講座】

【日 時】1月26日（土） 13:00～17:00

【内 容】メンバー間の意志疎通向上や活動内容の見

直しなど団体運営を推進する場合やワークショップ

を主催する場合などに役立つファシリテーションの

原理と手法を学びます。

・ファシリテーションスキルを学ぶ

・ファシリテーション実践 など

【講 師】長畑誠氏（明治大学公共政策大学院

ガバナンス研究科教授）

【会 場】当センター 501会議室

【参加費】2,000円

【プロボノとNPOの交流会】
【日 時】1月19日（土）13:30～16:30

【内 容】個人が持つ職業上のスキルや専門的な知識を生かしボランティア活動を行うプロボノと、悩み事はあ

るけれどミッション遂行に追われ、根本的な運営の問題を解決できないまま過ごしてきてしまっているNPO。

そんな両者が出会うことにより、その活動はさらに実りあるものとなるでしょう。この交流会で両者が出会い、

お互いの意見を出し合うことによって、より具体的な活動の進展が期待されます。

【講 演】曽根泰夫氏（COACH/HRD 人事コンサルタント）

【活動報告】澤田玲奈氏（プロボネット）

瀧口 徹氏（BLP-Network）

岡本 祥公子氏（認定NPO法人サービスグラント）

【会 場】当センター 501会議室

【参加費】500円 （資料・飲食代等実費）

★参加希望の方は、電話、FAX、メールにて、センターへご連絡下さい。（下記問合せ先）


